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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成 ２８年 ７月 ２５日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

評価結果市町村受理日平成 ２８年 ７月 ９日 平成 ２８年 ８月 ３０日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日

1 自己評価及び外部評価結果

2791600188

法人名 ア-ル・オー・エス西日本株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 今年5月に開設から節目の5周年を迎え、記念パーティも行いました。今まで築き上げてきたも
のをより一層深める気持ちも持ちながらも節目を迎えたことをきっかけに充実出来ていなかっ
た地域密着の方針に目を向けていきたいと思います。入居者の方の生活のペースは変えず、
職員のマンパワー、スキルを上げてることで少ない人数でも効率よくケアが提供でき、そこで時
間のとれたスタッフがより外の活動へ目を向けれるようにする為、システム、マニュアル、を再
度精査していきます。

グループホーム寿事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
高齢者・障がい者の方のトータルケアを目指す株式会社が、高齢者の多い地域のニーズに応えるため
に開設したグループホームです。すぐ近くに広い公園があり、季節の移ろいを感じることができる環境で
す。施設長はじめ職員は、利用者が喜怒哀楽の感情表現ができる支援を大切にしています。利用者同
士が助け合い・支え合う「暮らし」を支え、職員が「年をとるのも悪くないな」と思える利用者の暮らしを目
指しています。地域住民に「自分たちの地域の中に寿がある」と思ってもらえる地域連携を今後も積極
的に取り組んでいく予定です。利用者同士が作った穏やかな空気感をみださない職員の動きは、居心
地のよい雰囲気を作っています。開設５周年記念行事に利用者と共に参加できたことや家族の安心さ
れた顔に、グループホーム職員としての役割を再確認した職員が支える利用者の暮らしは、さらなる
サービスの向上が期待できます。

基本情報リンク先

吹田市寿町2丁目26－9所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=2791600188-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

スタッフ会議を通して理念の確認。ま

た、スタッフルーム内見える所に理念

を掲示し、勤務時目に留まる様にして

いる。

会議の議題でも行事、レクなどでは地

域イベントの参加を計画している。

ホームの名前、「ことぶき」を頭文字に

入れ、「コミュニケーションを大切に、と

もに喜び分かち合う、ぶんたん 役割

わきあいあい、きんじょ付き合い 助け

合い」と職員で理念を作りました。理念

は、フロアに掲げ、家族にも示していま

す。

今後は、理念のさらなる実践に向けて、

具体的な目標等を検討されてはいかが

でしょうか。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

近郊の公園への散歩や近所商店への

買い物に行く際は、ご近所の方への挨

拶、雑談等できるよう心がけている。

また今年度より、音楽療法のボランテ

ィア新規で 1 件あり月 1 回実施できて

いる。

近くに大きな公園があり、日常的に散

歩に出かけています。散歩中に近所の

人と立ち話しできる間柄です。地域の

情報は民生委員や老人会会長が知ら

せてくれます。公園で行う地域の盆踊

りは、散歩中に準備段階から見ること

ができ、当日は地域の配慮で利用者

用の椅子を用意してくれています。

ホームと同じフロアに「放課後等デイサ

ービス」があり、子どもの姿や声が聞こ

えてきて、地域との繋がりを感じる環

境にあります。

紙芝居、マジック、音楽療法等地域の

ボランティアが訪問し、最近では新しい

ボランティアも増えています。

今後は、高齢者ふれあいサロンの参

加や、ホーム玄関前の掃除、ごみ拾い

を日課とし、地域との付き合いを深め

ていく予定です。

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

認知症サポーター研修を通じて一般の

方の見学を受け入れている。

引き続き、情報発信に努める。



大阪府 グループホーム寿(3F はなみずき) 2016 年 8 月 23 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会4

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

開設から 6 回目の運営推進会議を今

年 6 月実施。地域包括の職員 1 名、２

家族２名の参加があり、「普段良くして

頂いている」というご意見もある中、「ス

タッフの名前が見えるよう名札を付け

ては？」と提案があり、実施に移す。

運営推進会議を前回６月に開催し、地

域包括支援センター職員、複数の家族

が参加しています。内容は活動報告、

研修、事故報告、今後の取り組み等報

告しています。地域包括支援センター

からは市の事業の情報をもらい、家族

からは職員の名前を知る方法や、利用

者への脳トレについての希望等あり、

改善に取り組んでいます。

現在、会議は定期的に開催できていな

い状況です。今後は、会議の要綱を策

定し定期的に開催する予定です。

「運営推進会議」の要綱を策定し、２ヶ月

に１回会議を開催することが求められま

す。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

地域での会議、会合への参加は人員

不足もあり、中々参加できていない。

常に新しくより良い情報を聞く為にも参

加に向けた体制作り。早期に取り組ん

でいく。

解らないことや困ったことがあれば、市

の担当窓口に相談するようにしていま

す。市のグループホーム連絡会には

市の担当者も出席し、情報の交換と連

携を深めています。今後も、外部評価

関係書類や事故報告書等の提出の機

会に連携を深めていく意向です。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

新入職員対象だけではなく、管理者も

含め内部研修、勉強会に参加してい

る。

無意識を意識に変えれるよう日々の業

務を通して気づいた者が伝える環境を

作っていく。

身体拘束に関する研修を実施し、職員

で利用者の尊厳を守るケアの確認を

行っています。ユニット入口は、安全を

重視し、施錠しています。一人で出よう

としている利用者には、職員が付き添

って外に出かけるようにしています。

利用者の安全を確保しつつ、閉塞感の

ない自由な暮らしを支援するため、でき

る時間帯からユニット入口を開錠するよ

う、検討することが望まれます。エレベー

ター前の広い空間を利用するなど、工夫

してはいかがでしょう。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

上記同様、全職員対象で内部研修、

勉強会に参加している。

社会の注目も高く、専門職としての意

識、あり方を日頃から心がけるようにし

ている。

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

現在、後見人制度利用の方もおられ、

今後も活用できるよう制度の理解と、

関係者の方との話し合いを深めてい

く。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

契約時に重要事項の説明を行い、理

解、納得頂けている、
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

運営推進会議が定期開催できる体制

を作り、多方面、多数の方が参加され

る機会を早期に設けていきたい。

現状は、面会時など意見を頂けるよう

に心掛けている。

運営推進会議には家族にも参加しても

らい、意見や要望を聞く機会としていま

す。職員は家族の面会時に声をかけ、

近況報告をしながら、家族の声を聞く

ようにしています。面会の少ない家族

には電話で近況報告をし、話の中で意

見、要望を聞いています。

家族へ書類送付する際に、利用者の日

頃の暮らしぶりを解ってもらえるよう、写

真や手紙等同封されてはいかがでしょう

か。

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

職員が働きやすく楽しい雰囲気ができ

れば入居者の方の生活の雰囲気に反

映されるという気持ちを全員が持って

いるので、アイデアや意見を形に表せ

る機会を積極的に設けていく。

毎月の全体会議で意見を出し合い、サ

ービス向上に向けて話し合っていま

す。施設長は、日常的に何でも話せる

雰囲気作りや、職員のメンタル面への

配慮に心がけています。また、自分た

ちが働く職場のことは自身で考えると

いう、職員の自主性と創造力を尊重し

ています。

職員同士で感謝を伝える「感謝ノート」

は、チームワークをよりよくしていま

す。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

資格取得者は給与昇給に反映されて

いる。不要な残業時間が発生しないよ

う、継続して業務の見直し、スリム化、

見える化を目指し、環境を整えていく。

また、研修、勉強会を通じて向上心を

持ってもらえる機会を増やす。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

法人内外の研修などは掲示している。

更に興味を持ってもらえるよう通達、働

きかけを引き続き行っていく。

職場内でも誰が指導に入っても同じも

のが提供できるようマニュアル作り、整

備を行っていく。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

現状、管理職（施設長）のみの参加な

為、幅広く参加できる機会を設けること

をまず取り組んでいく。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

体験入居を利用して頂くことで不安、

要望を傾聴し、特に日の浅い内は、細

かな情報でも記録に残す。また、申し

送りで伝え、適切なケアの方法を検討

している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

「大切な身内を他者へ預けることへの

不安」という事を常に理解、意識しなが

ら、入居後はこちらから積極的にアプ

ローチしながら情報伝達、共有努めて

いる。

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

初回アセスメントの内容を重視しなが

らも情報になかった事、また環境の変

化によって表れた問題など柔軟に判断

し見極め、支援に活かせるように努め

る。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

ケアで接する中で常に出来る事、可能

性を見出し、やりがいを感じてもらいな

がら、グループホームでの生活を共に

楽しめるよう努めている。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

特に面会時など、積極的にアプローチ

し、近況報告に努める。

その方を取り巻く環境で楽しい事だけ

でなく、大変なことも家族様と情報共有

し、本人様を支えていけるよう努める。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

近郊への外出、買い物、また近親の方

の面会や外出の同行などはできてい

るが、知人、友人など幅広く関係が作

れるような環境を今後作っていきた

い。

ホームに学生時代の友人が訪ねてき

て利用者の部屋でゆっくり過ごすこと

や、近くの喫茶店に行くこともありま

す。日頃の暮らしぶりをはがきで知ら

せてくる友人や、年賀状でのやり取り

もあります。外出の際に以前住んでい

た家の近くを通り、近所付き合いのあ

った人と話をしたり墓参りをすることも

あります。

日頃の会話の中で思い出話をし、昔を

懐かしむ利用者もいて、職員は馴染み

の関係や思い出を大切に支援してい

ます。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

場の雰囲気作り、入居者間のコミュニ

ケーションのきっかけ作り、又橋渡し役

になれるよう日頃から心がけている。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

入院時の面会等を通じて、ご本人ご家

族様の相談、フォローが出来る体制は

引き続き取っている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

常に受容の姿勢を持ち、代弁できるよ

うな意識を持つ。スタッフも独りよがり

にならずチームケアに反映できるよう

カンファレンスを行う。

利用者一人ひとりの思いや希望等の

情報収集については、入居面接時に

本人・家族から聞き取っています。日

常的な支援やコミュニケーションをとる

中で、傾聴の姿勢を大事にしていま

す。日々の関わりの中での気づきや発

見は、会議の中で共有しています。

日々の関わりの中での気づきや発見

は、連絡ノート等に記録し、職員間で共

有し、よりその人らしい暮らしの支援に活

かすことが期待されます。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

ご家族、友人、知人、の方から面会時

や電話連絡時に聞き取りを行ってい

る。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

変化への気づきは記録に残したり、申

し送りで伝えられるよう心がけている。

同じケアが提供できるようチームとして

の情報の把握、伝達ができるよう努め

ている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

現状は、計画作成者が担当。

カンファレンスが定期的に行なえてい

ない為、本人、ご家族の参加働きか

け、また日々のサービス内容を振り返

り、プランに反映できる体制作りに努め

る。

入居時、利用者や家族の意見・要望を

聞き取り、介護計画を作成していま

す。普段の会話の中で気づいた利用

者の思いを大切にし、介護計画に反映

させています。モニタリングは毎月実

施し、作成した介護計画は職員間で共

有しています。

今後、カンファレンスへの本人・家族の

参加を働きかけていく予定です。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

勤務開始前、記録に目を通し、情報の

把握に努めている。

プラン⇔記録の結び付きを意識し、定

型ではない個別に添った記録を残せる

よう努める。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

十分とはいえない為、より個別ニーズ

に応じた柔軟な支援やサービスの多

機能化に向け取り組んでいきたい。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

理美容院、病院、消防などの協力は引

き続き得ており、支援に活かしている。

地域行事などへの参加が現状中々行

えておらず、再度内容把握し、参加を

心がけていく。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

ご本人のこれまでの主治医と施設ホー

ムドクターと情報を共有し、定期的に

受診して頂けるよう支援している。

医療機関の受診については入居時に

説明し、利用者、家族の希望に沿って

受診できるよう支援しています。

ホームの主治医が変更になる場合に

も説明し了解を得ています。

従来からのかかりつけ医への受診は

家族が行っていますが、家族ができな

い場合は、送迎手配等の支援をしてい

ます。

日頃の健康管理は、月２回ホームの

主治医の往診や、訪問看護師、歯科

医による口腔ケア等の訪問があり、情

報は記録簿で共有しています。

重篤な利用者には必要に応じ往診を

増やすことや、夜間緊急時には２４時

間連絡ができる体制を整えるなど適切

な医療支援をしています。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

変化、気づきを訪問看護の際に伝えら

れる体制を作っている。

訪問日以外でも電話での連絡を密にと

り、適切な対応ができるよう心がけて

いる。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

病院ソーシャルワーカーの方と連携を

とり、情報交換を行っている。

今後も病院、施設、家族間の連絡がス

ムーズにいくよう努める。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

ターミナルケアの事例が１件あり、医

師、家族との面談、また週１回のカンフ

ァレンスの実施を行った。

これからも内部研修を通じてケアの在

り方や方針、情報の共有を検討してい

く。

「看取りに関する指針」を作成し、入居

時に説明しています。ホームでの看取

りの事例があり、その時の対応を家族

に満足してもらい、職員は貴重な経験

をしました。

現在もターミナルケアを実施しており、

本人や家族の希望を聞きながらすす

めています。本人が淋しくないように、

できるだけリビングですごしてもらう工

夫をしています。

今後は、看取りケアの中で感じた不安や

課題を職員間で出し合い、より現場に即

した看取り対応マニュアルを作成されて

はいかがでしょうか。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

内部研修を通じて、技術、知識の習得

に努めていく。

また、ホームドクターと密に連携をと

り、指示、指導を受けている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

地域、消防署等と連携し、災害時の訓

練、又指導を受けている。

新規スタッフなど入れ替わりの際はマ

ニュアルの指導、教育などを心がけて

いく。

年２回避難訓練を実施し、１回は消防

署指導の下で実施しています。災害時

のマニュアルも作成しました。今後は、

夜間を想定しての訓練を実施する予

定です。

非常災害時の水や食料品の備蓄は、

同会社が運営する他事業所に準備し

ています。

非常災害時に備えて、水や食料品の備

蓄は、事業所内に準備することが求めら

れます。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

人生の大先輩であるという事を常に意

識し、認知症の方の言動、行動を決し

て否定したり、注意などせず、どんな場

面でも落ちついて穏やかに接し対応で

きるよう心がけていきたい。

気づきを持ったスタッフがスタッフ同士

で意見として出せるように努めていき

たい。

利用者の尊厳を守る研修を実施してい

ます。施設長は職員に、利用者は人生

の大先輩であることを自覚し、敬意を

もって接することの大切さを伝えていま

す。利用者への声かけの際、職員は

意識して利用者の側に行き、解りやす

く丁寧な言葉かけをしています。排泄

や入浴介助の際にも、同性介助に配

慮しています。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

まずは入居者の希望、訴えを受容する

所から始めることを心がけたい。

介護職の主観で否定をしがちになるこ

とがままあり、何を望まれているのか

気づき先読みする力を養っていきた

い。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

望ましくは、全ての場面で選択の意思

決定を入居者様に持って頂きたいが、

業務優先になりがちな所はある。

集団生活という性格上、食事や入浴な

ど決まった時間になりがちだが声のか

け方、関わり方で、そう感じてもらわな

いよう工夫していきたい。

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

可能な方には、服を選ぶ所から働きか

ける。又スタッフが選ぶときでもＴＰＯに

合わせた衣服を選んでいる。

整容（爪切り、髭剃り）も気づいた時は

行えるよう心がけている。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

毎食ごとに盛り付けなどの準備、また

後片付けなど一緒にして頂けるよう働

きかけている。

また、おやつ、レクなどで調理を楽しい

で頂く機会も設けている。

食事は、チルド状態の副食を業者から

運んでもらい、ご飯はホームで炊いて

います。ギョーザ・カレー・焼きそば等、

利用者と一緒に作ることもあります。テ

ーブル拭きや配膳等を自分の役割とし

て参加している利用者もいます。食事

を楽しむ雰囲気を心がけ、一人ひとり

のペースに合わせた介助を行っていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

摂取量の少ない方には高カロリー食品

の使用、むせのある方にはトロミを使

用している。お茶を基本提供している

が、好みに合わせ、コーヒー、紅茶、ジ

ュース類なども常に準備している。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

３食後以外にも、起床時にも洗顔、整

髪と同時に口腔ケアも実施している。

歯科往診時、指示、指導してもらって

いる。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

定時の声かけ、トイレ誘導以外にも個

別のパターン把握し、回数増やパット、

リハパンなど清潔のためこまめに交換

している。

現状、おむつ使用者は３階はゼロであ

る。

基本はトイレでの排泄です。排泄チェッ

ク表の記録により、利用者一人ひとり

の排泄パターンを把握し、声かけと誘

導を行っています。自立に向けた支援

やおむつを減らす取り組みを行い、現

在、ホームでおむつ使用者はゼロにな

りました。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

体操などを通じて運動不足の解消、ま

た下剤だけに頼らず、乳製品などで自

然に排泄できるよう試みている。

訪問看護で看護師より指示、指導して

もらっている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

入浴の曜日などは設定せず、希望に

合わせられるようにしている。

同性介護も配慮している。

お風呂嫌いの方もおられるが、コミュニ

ケーションをとり、関係を築き、清潔保

持できるよう努めている。

基本は週３回の入浴ですが、希望があ

れば、いつでも入れるようになっていま

す。入浴を好まない利用者には、無理

強いすることなく、自宅での入浴時間

に合わせるなどの工夫をしています。

好みの石鹸を使っている利用者もいま

す。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

夜、不眠で居宅で休めない方は楽なソ

ファーで過ごしてもらえるよう支援。

また、午後休養の時間を取れており、

気持ちよく休息してもらえている。

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

薬剤師の方と連携を取り、薬の効能や

副作用の情報は貰っている。

新しい薬の処方の時は記録に残す。

申し送りで伝える事をし、状態観察に

努めている。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

炊事、掃除、洗濯などその方の能力、

意欲に合わせ役割を持ってもらい、一

緒に家事を行っている。ただ、する方

に偏りがでないよう当番や役割の幅を

広げ多くの方に張り合いを持ってもら

えるよう検討している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

徒歩５分以内に緑の多い中之島公園

があり、日常の散歩、春は桜並木もあ

り、よく利用している。

最近では、近所にできたペットショップ

に出かけ、普段機会の少ない動物に

触れていただいたりもしている。

すぐ近くに広い公園があり、安心して

散歩ができる環境です。ペットショップ

やスーパー、コンサート、海遊館への

外出を楽しんでもらっています。桜や

紅葉など季節毎の花見にも行きます。

気候の良い日は、おやつを持って公園

に行き、季節の移ろいを感じていま

す。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

金銭管理は家族が行っている。

外出、買い物など希望、要望のある時

は、ご家族と相談し実施している。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

ご本人様から発信の電話や手紙は現

状行えていない。季節の年賀状や暑

中見舞いなど始めてみたい。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

日中リビングの窓際は南向きで、日当

たり良好であるが、分厚いカーテン一

枚だけなので、閉め切って閉塞的にな

らないよう、もう一枚レースのカーテン

が付けれるか検討している。

気候の良い時期は窓も開け、風を取り

入れ、温度や外からの音も感じてもら

えるようにしている。

ホーム内は明るく、穏やかな雰囲気で

す。ベランダからは、花火大会を見るこ

とができ、利用者の楽しみになってい

ます。リビングには、ゆったりとくつろげ

るソファーが置かれ、家庭的な雰囲気

です。壁には写真を飾り、思い出を楽

しんでいます。リビングにあるカウンタ

ー越しのキッチンからは、ご飯の炊け

る匂いや食事の準備の音が聞こえ、生

活感が漂っています。

利用者同士で作った穏やかな空気感

をみださない職員の動きは、利用者に

居心地の良さを感じさせています。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

新規入居者など顔ぶれが変わる時は

人間関係や良好なコミュニケーション

が取れるよう座席位置を配慮してい

る。

また、テレビ、レク用品等、取り出し使

いやすい位置に整理整頓が必要。



大阪府 グループホーム寿(3F はなみずき) 2016 年 8 月 23 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会20

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

それまでの生活歴で使用されていた馴

染みの物（家具、食器類、嗜好品）など

は、引き続き有効に使用して頂いてい

る。ご家族にも再度相談し、より良い居

室を作っていく。

利用者が以前使っていた馴染みの家

具や、大切にしている家族の写真等を

持ち込み、その人らしい居室作りを工

夫しています。仏壇を持ってきている

利用者もいます。ベッドとタンスはホー

ムで準備していますが、安全のために

畳の居室で過ごす利用者もいます。

家族が壁にシールで飾りつけをした居

室もあり、家族が利用者を想う気持ち

を尊重したケアが伺えます。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

トイレの配置、ドアの開け閉め共用ス

ペースの設備（テーブル、椅子の高さ、

洗面台など）現状、３階入居者の方の

使用に不備、不具合は見られない安

全な動線を確保できるよう極力不要な

物は置かない。片づける。


